
 

 

       工場では、ごみの分別などに慣れていない外国人の 

方を対象に、豊島区と協力して講座を開催しています。 

この講座では、ごみの分別から処理までの一連の流れを説明してい 

るので、大変分かりやすいと好評です。説明後の工場見学では、公 

害防止の内容やエネルギーの有効利用などについて、熱心な質問が飛び出します。 

 

 

                 昨年１２月２２日にインドネシア駐日大使が工場を視察さ 

れました。工場の運営形態・操業状況などを説明し、工場内を 

案内したところ、大使からたくさんの質問を受けました。そして、 

清掃工場に大変関心をもたれ、改めて専門スタッフの派遣受入に関 

する協力依頼があり、一組として協力していきたい旨を伝えました。 

 

 

 

      練馬工場は、平成１２年３月にＩＳＯ１４００１の認証を取 

     得しました。今年は取得後２度目の更新審査の年でした。規格 

の要求事項に適合して維持運営されているかについて、外部の審査機関によ 

る２日間の厳しい審査を受けました。無事に更新することができ、ホッとし 

ました。これからもシステムの適切な運用に努めていきます。 

 

 

 

                 工場の周辺には、光が丘公園をはじめとして、木立や水辺な 
どの自然がたくさんあります。工場内にも様々な種類の木があ 

り、多くの野鳥がやって来ます。職員がクリーニング用ハンガーを利 
用した吊り掛け式の餌台を作って、数か所に設置し、そこにリンゴ、 
ミカン、バナナなどを置いたところ、メジロ、ムクドリ、ヒヨドリな

どが毎日のように訪れ、大盛況となっています。 
 
 
 

 

３月２６日から二度計量を始めます。従来、ごみの重 

量は、ごみの搬入時に量った車両重量から、事前に登録 

した車両重量を差し引く方法（一度計量）で計算していました。これ 

からは、ごみの搬入前と搬入後の車両重量を毎回量り、前後の計量値 

の差からごみ量を量る二度計量を始めますので、搬入されたごみ量を 

より正確に把握することができるようになります。 

～外国人を対象に講座を開催しています～ 

豊 
島清掃工場 

インドネシア駐日大使来場 

板 
橋清掃工場

練 
馬清掃工場 

野鳥も工場の仲間です 

光 
が丘清掃工場

二度計量を始めます 

墨 
田清掃工場 

ＩＳＯ１４００１の更新審査を受けました 


